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催し物のご案内 (7~9 月)
観察会・講座等

①研究テクニック講座 「図鑑を作ろうー魚編-J
日時 7月7・14日 (日)9: 30-16:∞ 

対象 一般 10名(抽選)

募集 :5月28日(火)-6月18日(火)

②野外観察「水辺の昆虫ウオッチングJ[厚木市]

日時 :7月13日 (土)10: (均一15 ∞ 

対象:小中学生とその保護者 50名(抽選)

募集 :6月4日(火)一25日(火)

①野外観察 「夜の昆虫探検隊J[厚木市鳶尾111]
日時:7月お日(火)-24日(水)1泊2日

対象:小中学生とその保護者 50名(抽選)

募集 :6月11日(火)一7月2日りく)

①室内実習 「標本を調べようJ
日時:7月21日(日)13:∞-16:∞;初日(火)

13: (氾-16∞;8月24日(土)10:∞-15 :∞ 

対象:小中学生 40名 (抽選)

募集 :6月11日(火)-7月2日(火)

①特別展講演会「神奈川のレッドデータ生物(仮題)J 
日時 8月17日 (土)13・30-15:30 

講師.平塚市博物館学芸員 浜口哲一

対象.一般 80名(抽選)

募集 7月9日りく)ー30日(火)

⑤室内実習「博物館探検隊J[博物館]
日時 :8月U日 (火)10: 00-15・∞

対象:小中学生 40名 (抽選)

募集 :7月16日 (火)-8月6日(火)

⑦かながわ県民アカデミー「里山の自然を考えるJ
日時:C講義)9月1日(日)・7日(土)• 8日

(日)・10月5日(土)13:ヨ)-15:ま);c観察〕
9月15日(日)・ 28日(土)10: 00-15 ∞ 

講師:当館学芸員および外部講師(予定)

対象:県内在住・在勤の成人 40名(抽選)

募集 :7月お日(火)-8月13日(火)

①野外観察「磯の動物ウオッチングJ[真鶴町]
日時 :9月14日 (土)10 ∞-15 :∞ 

対象小中学生とその保護者 ω名(抽選)
募集 8月6日伏)ー?:1日(火)

CE研究テクニック講座「植物分類・生態講座」
(箱根の植物群落)[博物館・箱糠IIfJ駒ヶ岳]
日時:C室内)9月21日(土)13: 30-16: 

∞; C野外)9月22日(日)10 ∞一15∞

対象:一般 40名(抽選)

募集・ 8月13日 (火)-9月3日(火)

申込方法・往復はがきに参加行事名、参加代

表者の住所、氏名、電話番号(連F必旬、参加
する人全員の氏名と年齢(学年)を明記して、

お申込みください。宿泊費実費負担の「夜の

昆虫探検隊」以外は無料です。

身近な自然発見講座

毎月第3水|曜日に、博物館周辺での自然観察

や館内での実習 ・実験をする身近な講座を開

催しております。参加費は無料で、事前の申

し込みはいりません。当日博物館正面玄関前

にお集まりください。雨天の時は中止します。

対象.一般、講師:当館学芸員

持ちもの:筆記用具、ルーペ、 昼食、雨具等

〔第4回)7月17日10:∞-15:∞ 
ーコケの観察を中心としてー

〔第5回)8丹21日(水)10:∞一15:∞ 

一動植物の観察を中心としてー

〔第6回)9月18日(水)10: 00-15∞ 
一動植物の観察を中心として

ライブラリー通信 マラコフィラテリーって何だ?

世界中のどこの国にもマニアがいるだろうと思われるものに切手収集があります。私

たちが通常使っている切手を普通切手と言いますが、この普通切手の図案には動植物

が多く用いられています。3月に1，∞o円の最高額の普通切手が発行されましたが、図
柄は戦国時代の画家、雪村周継の代表作の一つである「松鷹図」を使っています。私

たちがよく使うのは50円と80円切手でしょう。図柄はそれぞれ「メジロ」と 「ヤマセ

ミjです。偶然、鳥ばかりになってしまいましたが、他にも自然を扱った切手はたく

さんあります。それらを集めて本にしたものもありますので、少し紹介しましょう。

一番多いと思われるのが昆虫の切手です。「図説昆虫切手の博物誌.J(築地書館)では、

蝶や甲虫をはじめ、蜂やトンボ、蚊、さらにはゴキブリの切手にまで話は及んで、います。

また、日本郵趣協会昆虫切手部会が発行した 『世界の昆虫切手』には驚かされます。書

名のとおり、世界中の昆虫切手、約3，5∞点、の詳細データが記録されています。昆虫の

学名 ・和名・科名まで調べ上げてあり、マニアックと言っても過言では無いでしょう。

員の切手にも美しいものがあります。『世界の貝切手 軟体動物切手総目録一』

(長崎県生物学会)には、締麗な貝等がカラーで紹介しであり、小学生の頃集めて

いた、琉球郵便の貝切手シリーズを思い出させてくれました。また、 『貝の博物誌J
(保育社)によると貝切手収集のことをマラコフィラテリーと呼び、貝切手を集め

る人をマラコフィラテリストと言うそうですが、こちらもかなりなものです。

他に『蝦と蟹一切手をめぐるその自然誌.l(恒星ネ封享生閣)、『カ二百科.1(成美堂出版)、

『虫屋のよろこびj(平凡社)等があり ます。最近では、 未来文化社が「切手ミュージア

ム」と銘打って、 『よみがえる恐竜たちHクジラ・イルカと海獣たちJを出版しました。
“自然切手"の世界は、まだまだ広がりを見せそうです。(当館司書・土屋定夫)
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特別展のご案内

「追われる生きものたち」

神奈川県レッドデータ調査が語るもの

期日 :7月20日(土)-9月23日(月)

(開催中、 9月16日、23日を除く毎週月曜日休館)

平成4年度から6年度にかけて実施した 「神奈

川県レッドデータ生物調査」を基に、 神奈川

県内から姿を消したり、生存が危うくなりつ

つある生きものたち(レッドデータ生物)を

紹介し、その衰退の理由も探ります。

会規中の日曜日、午後1時30分から会場で当

館学芸員が展示解説をします。

特別展観覧料 20歳以上 2∞円

館の活動
平成7年度

20歳未満・ 学生 :1∞円

高校生以下・65歳以上:無料

3月1日一5月12日 特別展 『中津層出土

のサル化石』開催(期間中の毎週日曜日

に特別展の展示解説を実施)

3月2日 特別展講演会・第l回自然科学講

演会「中津層出土のサルとその時代の動

物J[参加者 ・61名]
講師:横浜国立大学名誉教授長谷川善和

3月2日一3月17日 研究テクニック講座

「大地の生い立ちを探るJ[参加者 2日
19名、 3日17名、 9日21名、 10日18名、

16日17名、 17日16名1[講義-観察場
所:博物館実習実験室、小田原市石垣山

一夜城および酒匂川]

3月9日 野外観察「早春の雑木林ウオッチ

ングJ[参加者 32名][大和市つきみ野]

3月15日 広報紙 『自然科学のとびらj第

2巻第1号(通巻第4号)発行

3月20日 開館1周年記念講演会「自然誌

(史)系博物館の位置づけJ[参加者:お9名]
講師:千葉県立中央博物館長沼田翼、

ヤジ7A11-ク茨城県自然博槻眼中川志卵、

生命の星-地球博物館長 j貧困隆士

3月20日-3月31日開館1周年記念当

館学芸員によるミニレクチャーの実施

3月20日 神奈川県立博物館研究報告 白

然科学25号発行

3月23日 室内実習「中津層の化石を探る」

[参加者:48名]

3月30日 特別展講演会・第2回自然科学講

演会「中津層のサル化石J[参加者 57名]

講師:日本モンキーセンタ一所長 岩本光雄

3月30日神奈川自然誌資料第17号発行

平成8年度

4月2日 室内実習「博物館探検隊博物館写

真オリエンテーリングーJ[参加者 :29名1
4月13日 野外観察「化石ウオッチング」

[参加者:25名1[大磯町大磯海岸]
4月17日 野外観察「身近な自然発見講座

一動植物観察を中心としてーJ[参加者・

16名1[博物館周辺]


